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1  創立60周年を迎え目標を新たに ＝長尾　真
6  国際政策セミナー「英国の青少年をめぐる諸問題」
 　―クレア・ブルマン氏の講演から―
11 来館利用者から見た国立国会図書館
 　―平成19年度利用者アンケートの結果から
22 水濡れ資料を救済するために―救済実習の実施
24 大学図書館の現況―平成19年度国立国会図書館長と
 　大学図書館長との懇談会から

26 館内スコープ
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30 国立国会図書館の編集・刊行物
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33 使う人がいる、守る人がいる。（1）はじめに

 ＜お知らせ＞
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34 NDL-OPACで『雑誌記事索引』1959年から1964年の「自然

科学編」データがご利用になれます
34 国際子ども図書館で「子どものための絵本と音楽の会　『く

るみ割り人形』」を開催します
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国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。

　　 国 立 国 会 図 書 館 月 報　　　　 平成20年 1月号（№562）

発 行 所　国 立 国 会 図 書 館 平成20年 1月20日発行　定価525円 　
 （本体500円）　　
編 集
責 任 者　矢 部 明 宏　　　　 発　　売　社団法人日本図書館協会

 印 刷 所　株式会社丸井工文社　

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
 本文　中性再生紙使用

国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
　　　　　　 電　話　03（3523）0812
　　　　　　 F A X　03（3523）0842
　　　　　　 E-mail　hanbai@jla.or.jp

〒100－8924　東京都千代田区永田町１－10－１

　　　　　　 電　話　03（3581）2331（代表）

　　　　　　 F A X　03（3597）5617

　　　　　　 E-mail　geppo@ndl.go.jp



『結麗阿曹多』

De Beginselen der materia medica en 
der therapie  〈請求記号　蘭-964〉

〈請求記号　W415-2〉

kihon arekore

(479)



『結麗阿曹多』　伊藤延吉訳述　慶応 3（1867）年　 1冊
　『結麗阿曹多』はケレオソトと読む。クレオソートのことである。クレオソートは、
1830年にドイツの化学者ライヘンバハ（Karl von Reichenbach 1788-1869）が、ブナ
の木から初めて分留した。10種以上のフェノール類の混合物であり、防腐・殺菌作用
を有する。明治19（1886）年「日本薬局方」初版（官報第894号附録） において、「結麗
阿曹篤　Kreosotum」として収載。現在の「第十五改正日本薬局方」には「クレオソー
ト　Creosote」として収載されている。
　国内の代表的な西洋薬物書におけるクレオソートの記載を、江戸時代後期から追っ
てみよう。シーボルト（Philipp Franz Balthasar von Siebold）の門人である高良斉著
の薬物書『薬能識』（天保 7（1836）年序）、同じく門人の日高涼台訳の『和蘭用薬便覧』
（天保 8（1837）年刊）にクレオソートの記載はない。宇田川榕菴増補訳『舎密開宗』（天
保 8（1837）年-弘化 4（1847）刊）にもない。安政 3（1856）年刊行、オランダのファン・
デ・ワーテル（Joannes Adrians van de Water）原著、林洞海訳述の薬物書『窊

ワ ー テ ル

篤児薬
性論』に「結麗阿曹多」の約 2丁分の記載が見られ、慶応 2（1866）年刊行の坪井信良
訳『新薬百品考』に「結麗阿曹篤」の製法、効能、用法が簡潔に述べられている。
　この時期、西洋薬物書は盛んに出版されるようになったが、今回紹介の『結麗阿曹
多』は、結局は刊行に至らなかった資料である。写真上段右は表紙。右端に「慶應三
年丁卯十一月朔日」の日付、左に「ペレイラ上499／結麗阿曹多」の書き入れがある。
英国の医師ペレイラ（Jonathan Pereira 1804-1853）の薬物書The elements of materia 
medica and therapeuticsのオランダ語訳De Beginselen der materia medica en der 
therapie（Amersfoort : W. J. van Bommel van Vloten, 1849）の上巻499頁から506頁に
「CREOSOTUM.― KREOSOT.」の項があり、ここからの重訳であろう。巻頭に「尾張
　欅堂伊藤清延延吉譯述」とある。巻末に「右百

ペ レ イ ラ

麗刺藥剤書説／遠西一千八百四十九
年鏤行」とあり（写真上段左）、「1849」と一致する。仮綴、16丁、27cm。匡郭印刷の
用紙を使用。字形から見て伊藤延吉自筆だろう。内容は、製法、性状、「聚成（サーメ
ンステルリング）」と訳された元素組成（写真下段。右はオランダ語訳501頁、左は『結
麗阿曹多』 5丁裏）等の科学的記述の他、嘔吐や糖尿病への内服、クレオソートを含む
「煤（ルート）」、「弊衣油（ロムペンオーリー）」の利用法など、他の訳述にはない実例
に満ちている。訳者伊藤延吉の医師としての力量を語るものであろう。
　伊藤延吉（1842-1909）は、尾張出身の蘭方医・本草学者である伊藤圭介（1803-1901）
の門人。圭介の五女小春の婿として名古屋で伊藤家の分家を立て、医師を開業。東京
で活躍する圭介の支えとなった。植物学者伊藤篤太郎の父である。旧姓中野。柏園と
も号した。著書に『医療雑纂』（慶応 3（1867）年刊）、『旧薬新説』明治 7（1874）年刊。
　当館に『医療雑纂』（慶応 3（1867）年刊）の伊藤延吉自筆稿本 （請求記号W415-3）が
ある。『結麗阿曹多』と項目などの体裁が似ている。文中、「百列依辣（ペレイラ）藥
剤書云」とあり、ペレイラの薬物書を参照していたことをうかがわせる。『医療雑纂』
の次に『結麗阿曹多』を含む薬物書の刊行が企図されていた可能性もある。刊行され
なかったことが惜しまれる。（当館請求記号W415-2） （膝

ひざたて

舘寿
す み え

巳恵）
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
国
立
国
会
図
書
館
が
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
秋
に

は
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展
示
会
を
開
催
す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
ア
ジ

ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
国
立
図
書
館
長
会
議
を
当
館
で
開
催
し
、
各
国
の
国
立
図
書
館
の
状
況
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
と
と
も
に
、
直
面
し
て
い
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
が
六
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
ど
も
は
自
ら
の
使
命
を
再
確
認
し
、
改

め
て
今
後
の
我
々
が
目
指
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン　

知
識
は
わ
れ
ら
を
豊
か
に
す
る

具
体
的
目
標

（
１
）　

国
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
高
度
な
も
の
と
し
、立
法
補
佐
機
能
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

（
２
）　

日
本
の
知
的
活
動
の
所
産
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
国
民
の
共
有
資
源
と
し
て
保
存
し
ま
す
。

（
３
）　

利
用
者
が
求
め
る
情
報
へ
の
的
確
な
ア
ク
セ
ス
ま
た
は
案
内
を
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
４
）　

利
用
者
が
ど
こ
に
い
て
も
、
来
館
者
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

（
５
）　

社
会
に
多
様
で
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

（
６
）　

公
共
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
各
種
図
書
館
と
よ
り
密
接
な
連
携
・
協
力
を
進
め
ま
す
。

（
７
）　

海
外
の
図
書
館
と
の
密
接
な
連
携
を
行
い
、
情
報
の
共
有
・
交
換
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
み
ま
す
。
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（
１
）　 　

国
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
当
館
と
し
て
の
第
一
の
任
務
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
国
会
議
員

の
種
々
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
調
査
依
頼
に
対
す
る
回

答
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
国
政
課
題
を
予
測
し
て
自
発
的
に
行
う
調
査
に
も
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
、
国
会
に
対
し
て
ブ
レ
ー
ン
的
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、「
議
員
の
た
め
の

情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
活
動
も
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
２
）　 　

納
本
制
度
に
よ
っ
て
多
く
の
資
料
が
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
流
通
経
路
に
乗
っ
て
い
な

い
出
版
物
、
地
方
自
治
体
な
ど
の
出
す
報
告
書
な
ど
の
資
料
は
必
ず
し
も
一
〇
〇
％
納
本
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
納
本
制
度
は
、
日
本
の
知
的
資
産
を
永
く
保
存
し
、
全
国
民
の
利

用
に
供
す
る
と
と
も
に
後
世
の
人
達
の
活
動
に
も
資
す
る
と
い
う
崇
高
な
理
念
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
高
い
納
本
率
に
し
て
い
く
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

当
館
が
日
本
の
出
版
物
に
つ
い
て
の
最
後
の
砦
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
完
全
な
も
の
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

 　

こ
れ
か
ら
は
、
紙
媒
体
で
は
な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
だ
け
に
存
在
す
る
有
用
な
情
報
が
爆
発

的
に
増
え
て
い
く
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
も
我
が
国
の
知
的
資
産
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
を
集
め
て
永
く
保
存
し
、
新
し
い
創
造
に
向
け
て
利
用
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
当
館
と
し
て
収
集
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
国
立
国
会
図
書
館
法
上
の
納
本
制
度
で
は
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
は
各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
許
可
を
得
て
集
め
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
、

新
し
い
法
的
枠
組
み
を
作
っ
て
集
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
大
方
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

（
３
）　 　

こ
れ
ま
で
も
Ｎ
Ｄ
Ｌ

－

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
あ
る
い
は
図
書
館
等
と
の
協
力
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
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協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
な
ど
を
通
じ
て
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
各
種
の
情

報
源
と
の
連
携
に
努
め
、
そ
れ
と
と
も
に
電
子
図
書
館
的
機
能
を
充
実
、
高
度
化
さ
せ
、
関
連

情
報
な
ど
が
容
易
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
努
力
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

（
４
）　 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
お
い
て
、
来
館
者
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
の
利
用
者
に
対

し
て
直
接
的
に
行
う
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
図
書
館
資
料
の
デ
ィ
ジ
タ
ル

化
に
対
す
る
本
格
的
な
取
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
我
々
は
こ
の
理
念
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

（
５
）　 　

こ
れ
ま
で
の
当
館
は
着
実
な
仕
事
を
し
、
国
会
お
よ
び
一
般
利
用
者
の
信
頼
を
得
て
き
ま
し

た
が
、
社
会
に
そ
の
利
用
価
値
を
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
国
民
に
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
の
活
動

は
今
日
、
単
に
図
書
資
料
を
利
用
に
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
求
め
る
情
報
へ
の
案
内
を
は
じ

め
、
多
様
な
情
報
を
多
様
な
方
法
で
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
創
造
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
心
豊
か
な
生
活
へ
の
き
っ
か
け
な
ど
を
作
り
出
す
努
力
も
必
要
と
さ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
当
館
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
っ
た
種
類
の
活
動
、
た
と
え
ば
多
く

の
人
に
知
的
刺
激
を
与
え
る
Ｐ
Ｒ
誌
を
出
す
と
か
、
適
切
な
テ
ー
マ
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
の
こ
と
を
通
じ
て
当
館
の
価
値
を
よ
り
良
く
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
も
ら
う

努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
６
）　 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
と
な
っ
て
、
広
く
国
民
に
当
館
が
直
接
サ
ー
ビ
ス
す
る
方
向
性
が
出

て
来
た
と
は
い
え
、
地
元
の
公
共
図
書
館
が
最
も
使
い
や
す
い
親
し
み
の
も
て
る
図
書
館
で
あ

る
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
当
館
は
そ
う
い
っ
た
公
共
図
書
館
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
共
に
、公
共
図
書
館
、大
学
図
書
館
、専
門
図
書
館
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
を
密
に
し
て
、
互
い
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
合
い
、
ま
た
補
完
的
機
能
を
果
た
す
と
い
う
形

で
、
よ
り
良
い
相
互
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
７
）　 　

こ
う
い
っ
た
協
力
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
図
書
館
と
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
国
が
ど
う
い
う
施
策
を
す
る
か
、
ど
う
い
う
法
律
を
作
る
か
と
い
う
場
合
も
、
単
に
国
内

の
状
況
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
整
合
性
等
に
つ
い
て
も
十
分
な
調
査

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
の
調
査
に
必
要
な
情
報
の
入
手
に
つ
い
て
は
各
国
の

議
会
図
書
館
等
と
の
相
互
協
力
を
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
研
究
者
に
と
っ
て
も
直
接
海
外

の
図
書
館
の
利
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
世
界
の
主
要
図
書
館
が
う
ま
く
リ
ン
ク
し
て
利

用
者
か
ら
見
た
と
き
に
あ
た
か
も
一
つ
の
図
書
館
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
使
え
る

こ
と
が
理
想
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
漢
字
文
化
圏
に
属
す
中
国
、
韓
国
、

日
本
の
国
立
図
書
館
が
連
携
し
て
、
こ
う
い
っ
た
困
難
な
諸
課
題
を
解
決
す
る
努
力
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
か
ら
具
体
的
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

以
上
の
諸
課
題
は
い
ず
れ
も
簡
単
に
一
、二
年
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目
標
を

明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
つ
か
は
解
決
で
き
る
も
の
と
確
信
し
、
当
館
創
立
六
〇
周
年
を
契
機
に

こ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
情
報
環
境
は
出
版
界
や
図
書
館
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
長
期

的
な
視
野
の
も
と
に
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
根
本
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
我
々
に
要
請
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
こ
と
は
そ
の
解
決
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
深
く
検

討
を
進
め
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
な
が
お　

ま
こ
と　

国
立
国
会
図
書
館
長
）
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
で
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
長

期
的
・
分
野
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
複
数
の
調
査
室
課
の
担
当

者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、「
総
合
調
査
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
調
査
の
一
環
と
し
て
、
該
当
分
野
の
専

門
家
を
招
へ
い
し
、
講
演
会
や
説
明
会
、
意
見
交
換
に
よ
り
情
報
収

集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
九
、二
〇
年
の
総
合
調
査
「
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

で
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
三
日
間
、
英
国
か
ら
ク
レ

ア
・
ブ
ル
マ
ン
（Claire Bullem
ent

）
氏
を
招
へ
い
し
、
国
際
政

策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
よ

り
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
討
論
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

ブ
ル
マ
ン
氏
は
現
在
、
英
国
政
府
子
ど
も
・
学
校
・
家
庭
省
の
青

少
年
グ
ル
ー
プ
担
当
官
と
し
て
、
青
少
年
行
政
の
最
前
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
活
動
等
の
経
験
も
豊
富
で
、

問
題
行
動
や
悩
み
を
抱
え
た
若
者
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
英
国
は
少
年
犯
罪
に
ど
う
向
き
合
っ
た
か―

英
国
に
お
け
る
子

ど
も
の
責
任
・
親
の
責
任―

」
と
題
し
た
講
演
会
・
討
論
会
に
は
、

国
会
議
員
七
名
を
は
じ
め
、
議
員
秘
書
、
国
会
事
務
局
職
員
、
当
館

職
員
な
ど
五
九
名
の
参
加
が
あ
り
、活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
職
員
を
対
象
と
し
て
、
今
回
の
総
合

調
査
に
資
す
る
た
め
、「
英
国
の
少
年
司
法
制
度
改
革
」
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と
英
国
に
お
け
る
政
治
・
行

政
制
度
の
違
い
な
ど
に
関
し
、「
双
方
の
経
験
に
基
づ
い
て
」
と
題

し
て
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
三
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通

じ
て
、
今
後
の
調
査
業
務
を
進
め
る
上
で
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ブ
ル
マ
ン
氏
の
講
演
か
ら
、
英
国
の
青
少
年
行
政

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

英
国
は
少
年
犯
罪
に
ど
う
向
き
合
っ
た
か

　
　
　

―

英
国
に
お
け
る
子
ど
も
の
責
任
・
親
の
責
任―

【
背
景
説
明
】

　

英
国
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
四
つ
の
地
域
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー　
「
英
国
の
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

―

ク
レ
ア
・
ブ
ル
マ
ン
氏
の
講
演
か
ら―
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子
ど
も
・
学
校
・
家
庭
省
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
青
少
年

政
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
で
も
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
様
の
政
策
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
厳
密
に
は

そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
青
少
年
政

策
は
、
原
則
と
し
て
一
三
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
お

り
、
二
〇
〇
六
年
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
齢
層
の
青
少
年
は
お

よ
そ
四
六
〇
万
人
で
す
。

【
青
少
年
政
策
に
関
す
る
最
近
の
動
き
】

　

二
〇
〇
五
年
七
月
、
教
育
技
術
省
（
子
ど
も
・
学
校
・
家
庭
省
の

前
身
）
は
、
グ＊

リ
ー
ン
・
ペ
ー
パ
ー
『
ユ
ー
ス
・
マ
タ
ー
ズ
』
を
発

表
し
、
す
べ
て
の
若
者
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
格
差
を
縮
小
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
①
若
者
は
、地
域
社
会
の
中
で
、

よ
り
多
く
の
活
動
に
参
加
す
る
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
よ
り
多
く

の
場
所
に
行
く
べ
き
で
あ
る
②
若
者
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

機
会
を
、
よ
り
多
く
持
つ
べ
き
で
あ
る
③
若
者
は
、
問
題
に
直
面
し

た
場
合
、
よ
り
よ
い
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
④

若
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
追
加
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
。

　

こ
の
他
に
も
、
い
く
つ
か
の
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

に
共
通
す
る
原
則
は
、
青
少
年
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
統
合
す
る
こ

と
、
予
防
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
、
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
の
受
け
手
を

重
視
す
る
こ
と
で
す
。
地
方
自
治
体
に
よ
る
統
合
化
さ
れ
た
青
少
年

サ
ポ
ー
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
に
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
中
で

は
、
青
少
年
向
け
の
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
り
良
い
形
で
提
供
す

る
こ
と
、
自
由
時
間
に
青
少
年
が
、
有
意
義
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
、
最
も
不
利
な
状
況
に
あ
る

青
少
年
に
焦
点
を
絞
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
、
な
ど
を
実

現
さ
せ
る
予
定
で
す
。

＊ 

〈
グ
リ
ー
ン
・
ペ
ー
パ
ー　

Green Paper

〉　

英
国
政
府
が
議
会
審
議
用

に
作
成
す
る
政
策
提
案
書
。

【
改
善
の
兆
し
】

　

以
上
の
よ
う
な
政
策
の
結
果
、
現
在
で
は
、
一
〇
代
で
の
妊
娠
は

こ
の
二
〇
年
で
最
低
水
準
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト

の
数
も
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
般
中
等
教
育
修
了
証
の
試
験
の
五

科
目
に
お
い
て
、
五
九
％
の
生
徒
が
た
い
へ
ん
良
い
成
績
を
と
っ
て

い
ま
す
（
最
も
問
題
の
多
い
地
域
で
、
成
績
向
上
が
見
ら
れ
る
の
は

注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
）。
一
六
歳
以
降
に
高
等
教
育
に
進
む
割
合

も
、
七
七
％
と
史
上
最
高
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。
一
六
歳
、
一
七

歳
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
向
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
参
加
し
て
い
る
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
人
の
ほ
う
が
、
他
の
年
齢
層
よ
り
も
、
異
な
る
人
種
、
異

な
る
宗
教
に
対
し
て
寛
容
で
あ
り
、
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
よ

り
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。
若
者
に
よ
る
反
社
会
的
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行
動
に
対
す
る
不
安
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
一
部
の
青
少
年
は
、
学
業
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
乱
用
や
犯
罪
と
い
っ
た
反
社
会
的
行
動

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
若
者
も
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
根
本
的
原
因
は
、

貧
困
、
階
級
格
差
、
家
族
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
親
離

れ
を
し
な
い
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
就
職
す
る
た
め
に
は
、

社
会
性
や
う
ま
く
交
際
す
る
能
力
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
・
ス
キ
ル
が
要

求
さ
れ
ま
す
。生
ま
れ
な
が
ら
に
不
利
な
状
況
に
あ
っ
た
若
者
に
は
、

チ
ャ
ン
ス
や
選
択
肢
を
利
用
す

る
ス
キ
ル
や
手
段
が
な
い
の
で

す
。

　

青
少
年
の
発
育
に
一
番
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
親
、

家
族
、
そ
し
て
同
年
代
の
子
ど

も
た
ち
と
の
関
係
で
す
。
青
少

年
が
こ
れ
ら
の
人
々
と
、
自
由

時
間
に
建
設
的
で
有
意
義
な
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

後
の
人
生
に
非
常
に
大
き
な
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
、

調
査
の
結
果
分
か
っ
て
い
ま
す
。

【
少
年
司
法
制
度
】

　

少
年
司
法
制
度
は
、
一
九
九
八
年
に
犯
罪
・
秩
序
違
反
防
止
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

に
基
づ
い
て
「
少
年
司
法
委
員
会
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
は
青
少
年
政
策
を
主
導
し
て
い
ま
す
が
、
予
防
と
早
期
介
入
に

重
点
を
置
き
、
青
少
年
が
早
い
段
階
か
ら
司
法
制
度
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

す
べ
て
の
自
治
体
に
は
、「
少
年
犯
罪
対
策
チ
ー
ム
」
と
い
う
、
問

題
行
動
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
警
察
関
係
者
、
社
会
福
祉
関
係

者
、
教
育
関
係
者
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
関
係
当
局
な
ど
か
ら

少
年
司
法
委
員
会

　

少
年
司
法
委
員
会
は
、
一
九
九
八
年
に
司
法
省
の
管
轄
下
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一
八
歳
未
満
の
青
少
年
を
対
象
と
す
る

政
策
を
主
導
し
、次
の
四
つ
の
優
先
的
な
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。第
一

に
、
青
少
年
の
犯
罪
や
違
反
行
為
を
減
ら
す
こ
と
。
第
二
に
、
青
少
年

の
置
か
れ
た
状
況
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
。
第
三
に
、
青
少
年
が
身
柄

の
拘
束
を
受
け
る
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
当
該
青
少
年
の
安
全
が
確
保

さ
れ
、
か
つ
更
正
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
被
害
者

や
一
般
市
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
少
年
司
法
制
度
に
関
す
る
資
金
調
達
、
少
年
犯
罪
対

策
チ
ー
ム
の
活
動
へ
の
関
与
、
青
少
年
を
拘
束
・
保
護
す
る
た
め
の
場

所
の
提
供
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
に
少
年
司
法
制

度
の
改
革
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
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構
成
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
や
問
題
行
動
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

   
青
少
年
が
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
原
因
と
し
て
は
、
家
庭
で
の
し

つ
け
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
住
宅
事
情
が
劣
悪
で
あ
る
こ
と
、

学
業
成
績
の
不
振
、
疎
外
感
・
孤
立
感
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
を
減
ら
す
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、「
青
少
年
包
括
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
青
少
年
を
有
意
義

な
活
動
に
参
加
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」、「
親
業
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
」、「
よ
り
安
全
な
学
校
・
提
携
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
提
供
・

有
意
義
活
動
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
で
す
。

　

青
少
年
が
初
め
て
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
直
ち

に
裁
判
所
に
よ
る
司
法
制
度
に
持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
様
々
な
命

令
、
約
束
、
契
約
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
反

社
会
的
行
動
（
禁
止
）
命
令
」
と
い
う
命
令
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

問
題
行
為
や
犯
罪
行
為
を
止
め
て
、
そ
れ
以
外
の
有
意
義
な
活
動
に

関
わ
る
よ
う
に
促
す
も
の
で
す
。
一
〇
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
し
て

は
、「
児
童
安
全
命
令
」
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
あ
る

い
は
少
年
犯
罪
対
策
チ
ー
ム
が
、
問
題
を
起
こ
し
た
子
ど
も
た
ち
を

監
督
し
ま
す
。「
共
同
体
に
お
け
る
奉
仕
活
動
参
加
命
令
」
と
い
う

も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
た
若
者
に
、
無
給
で

奉
仕
活
動
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
与
え
た
被
害
を
自
分
で

修
復
さ
せ
、
自
ら
の
問
題
行
動
の
結
果
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
に
対
す
る
命
令
も
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
を
義
務
付
け
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
、
訴
追
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
青
少
年
の
身
柄
を
拘

束
す
る
形
の
罰
則
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
拘
束
・
矯
正
命
令
」

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
深
刻
な
犯
罪
行
為
に
対
し
て

は
、
裁
判
所
が
出
す
拘
束
命
令
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
成
人

と
同
じ
受
刑
期
間
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
一
〇
年
戦
略
】

　

二
〇
〇
七
年
七
月
、
子
ど
も
・
学
校
・
家
庭
省
は
、
高
い
目
標
を

掲
げ
た
「
一
〇
年
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
目
標
と
す
る
と

こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
社
会
、
と
り
わ
け
地
域
社
会
の
中
に

お
い
て
、
人
々
が
積
極
的
に
青
少
年
に
近
づ
く
よ
う
に
促
す
こ
と
②

青
少
年
が
質
の
高
い
有
意
義
な
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
増
や
し
、

彼
ら
の
強
靭
性
や
、
社
会
的
、
情
緒
的
な
ス
キ
ル
を
強
化
す
る
こ
と

③
行
政
や
社
会
が
提
供
す
る
青
少
年
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
、

彼
ら
自
身
が
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

　
「
一
〇
年
戦
略
」
は
、
青
少
年
が
自
分
自
身
を
形
成
し
、
人
生
に

お
い
て
成
功
を
勝
ち
取
る
た
め
の
力
を
育
ん
で
い
く
一
〇
代
と
い

う
期
間
を
、
し
っ
か
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
障
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
戦
略
に
は
、
非
常
に
大
規
模
な
資
金
調
達
が
政

策
と
し
て
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
一
一
年
ま
で
の
間

に
、
一
億
八
四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
四
二
〇
億
円
）、
そ
れ
に
加
え

て
、
休
眠
口
座
（
長
期
間
ア
ク
セ
ス
の
な
い
銀
行
口
座
）
か
ら
の
資
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金
が
、
新
た
に
投
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
の
三
年
間
に
わ

た
っ
て
、
四
億
九
五
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
一
一
四
〇
億
円
）
が
基
準

額
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
の
生

活
改
善
に
成
功
を
収
め
た
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
資
金
供
与
も
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
〇
年
戦
略
」
に
は
三
本
の
柱
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
「
権
限
強
化
」

で
す
。
こ
れ
は
、
青
少
年
が
、
自
分
た
ち
が
受
け
る
サ
ポ
ー
ト
に
対

し
て
、
よ
り
大
き
な
影
響
力

を
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。「
青

少
年
基
金
」
と
い
う
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

青
少
年
自
身
に
基
金
活
用
の

決
定
権
を
委
ね
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
り
、「
権
限
強
化
」

の
枠
組
み
の
中
で
は
、こ
の
基

金
に
さ
ら
な
る
投
資
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、「
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究

所
」
を
設
立
し
、
青
少
年
が

地
域
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
「
一
〇
年
戦
略
」
の
二
本
目
の
柱
は
、「
ア
ク
セ
ス
」
で
す
。
こ
の

枠
組
み
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
青
少
年
施
設
の
改

善
を
図
る
こ
と
、
貧
し
い
地
域
に
暮
ら
す
青
少
年
に
住
宅
に
住
む
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
三
本
目
の
柱
は
「
品

質
」
で
す
。
こ
の
枠
組
み
の
中
で
は
、「
労
働
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

等
の
方
策
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

様
々
な
第
三
セ
ク
タ
ー
に
、
一
億
ポ
ン
ド
規
模
の
投
資
を
行
う
こ
と

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　

子
ど
も
・
学
校
・
家
庭
省
は
、
青
少
年
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
議
論

を
主
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
青
少
年
向
け
に

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
様
々
な
政
府
機
関
ど
う
し
が
、
横
の
連

携
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
英
国
で
は
、
ま
だ
ま

だ
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

※ 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
な
報
告
書
は
、
平
成
二
〇
年
三
月
末
に
刊

行
す
る
予
定
で
す
。

 

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
）
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
動
向
や
利
用
者
の
皆
様
の
満

足
度
・
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
、
平

成
一
五
年
度
か
ら
毎
年
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
一
六
年
度
か
ら
は
、
来
館
利
用
者
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
や
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
来
館
せ
ず
に
当
館
を
利
用
す
る

遠
隔
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
隔
年
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
評
価

制
度
「
活
動
評
価
」
の
枠
組
み
の
中
で
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
一
九
年
度
は
、
東
京
本
館
、
関

西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
来
館
利

用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、

表
1
の
と
お
り
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
の
概
要

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
来
館
利
用
者（
子

ど
も
）
を
除
く
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

来館利用者から見た国立国会図書館
―平成19年度利用者アンケートの結果から

表 1　調査期間および回収率

対象 調査期間 来館者数
(人）

配布数
（枚）

回収数
（枚）

回収率
（％）

東京本館来館利用者 8/23～8/25 4,790 3,902 1,793 46.0
関西館来館利用者 8/17～8/29 3,220 2,023 1,054 52.1
国際子ども図書館
来館利用者（大人）

7/28～8/5
2,954 1,825 1,310 71.8

国際子ども図書館
来館利用者（子ども） 741 642 501 78.0
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① 

年
齢
、
ご
職
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
図
1
、

2
）

　

東
京
本
館
の
来
館
者
は
年
齢
に
あ
ま
り
偏
り
が

な
い
の
に
対
し
て
、関
西
館
は
二
〇
代
が
目
立
ち
、

来
館
者
全
体
の
三
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
職
業

で
は
、東
京
本
館
は
「
会
社
員
・
公
務
員
（
事
務
職
・

そ
の
他
）」「
学
生
・
大
学
院
生
」「
会
社
員
・
公

務
員
（
研
究
職
・
技
術
職
）」
が
多
く
、
関
西
館

は
「
無
職
・
そ
の
他
」「
学
生
・
大
学
院
生
」
が

多
く
来
館
し
て
い
ま
す
。国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、

東
京
本
館
や
関
西
館
と
は
違
う
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
三
〇
代
、
四
〇
代
の
「
家
事
・
育
児
」
の
方
々

が
多
く
来
館
し
て
い
ま
す
。

② 

最
も
よ
く
利
用
す
る
図
書
館
は
ど
こ
で
す
か
？

（
図
3
）

　

東
京
本
館
で
は
約
四
割
、
関
西
館
で
は
三
割
の

来
館
者
が
、最
も
よ
く
利
用
す
る
図
書
館
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ「
国
立
国
会
図
書
館（
東
京
本
館
）」「
国

立
国
会
図
書
館（
関
西
館
）」を
挙
げ
て
い
ま
す
。一

方
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者

が
挙
げ
た
図
書
館
は
「
市
区
町
村
立
図
書
館
」
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
平
成
一
七
年
度
に
実

施
し
た
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
同
じ
で
す
。

図 1　来館者の年齢
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図 2　来館者の職業
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図 3　最もよく利用する図書館
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③ 

来
館
さ
れ
た
目
的
は
何
で
す
か
？
来
館
頻
度
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？
（
図
4
、
5
、
6
）

　

平
成
一
五
年
度
の
前
々
回
、
平
成
一
七
年
度
の

前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
同
じ
く
、
東
京
本
館

で
は「
学
術
・
研
究（
論
文
作
成
等
）」「
一
般
調
査
・

趣
味
・
教
養
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」
目
的
の
来
館
者
が

主
で
し
た
。
関
西
館
で
は
、
前
回
調
査
で
も
減
少

の
傾
向
が
見
ら
れ
た
「
施
設
の
見
学
」
が
さ
ら
に

減
り
、「
学
術
・
研
究
（
論
文
作
成
等
）」「
一
般

調
査
・
趣
味
・
教
養
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
国
際

子
ど
も
図
書
館
は
、「
お
子
様
の
つ
き
そ
い
」
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
年
変
化
を
見
る
と
、
東
京
本
館
へ
の
来
館
頻

度
は
年
を
追
う
ご
と
に
徐
々
に
増
え
、
滞
在
時
間

は
徐
々
に
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
際
子

ど
も
図
書
館
で
は
「
本
日
が
初
め
て
」
と
回
答
し

た
来
館
者
の
割
合
は
変
わ
ら
ず
、
現
在
で
も
約
七

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

図 5　来館頻度
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④
本
日
、
利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す

か
？
（
図
7
）

　

東
京
本
館
と
関
西
館
で
、
利
用
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
東

京
本
館
で
は
「
書
庫
内
資
料
の
閲
覧
」
が
最
も

多
く
、
六
割
近
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
関
西
館
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
資
料
室
・
閲
覧
室
に
開
架
し
て
い
る
資
料

の
閲
覧
」
で
す
。

⑤ 

各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
？
改
善
を
希
望
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
？
（
図
8
、
9
、
10
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
質
問
し
た
満
足
度
・
改
善
要
望

度
の
相
関
関
係
を
図
示
し
た
も
の
が
、
図
8
〜
10

で
す
。本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、多
く
の
サ
ー

ビ
ス
項
目
に
つ
い
て
、
前
回
よ
り
も
満
足
度
が
上

昇
し
ま
し
た
。

図 7　利用したサービス（上位項目のみ）　※東京本館、関西館のみの質問項目
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図 8　東京本館　満足度・改善要望度分析
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図 9　関西館　満足度・改善要望度分析
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図10　国際子ども図書館・満足度・改善要望分析
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⑥
サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
は
い
か
が
で
す
か
？
（
図
11
）

　

東
京
本
館
で
は
、
九
割
近
く
の
来
館
者
が
「
満
足
」「
や
や
満
足
」

と
い
う
評
価
で
し
た
。
東
京
本
館
、
関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館

と
も
に
、前
回
よ
り
も
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

次
で
述
べ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
取
組
み
が
、
成
果
を
あ
げ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

満
足
度
と
改
善
要
望―

来
館
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
成
果
と
今
後―

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、顧
客
満
足
度
調
査
の
手
法
を
応
用
し
て
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
業
務
や

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
詳
細
は
、本
誌
五
五
〇

（
平
成
一
九
年
一
月
）
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
平
成
一
七
年
度
の

前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
た
業
務
改
善
の
取
組
み
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
東
京
本
館
複
写
業
務
の
サ
ー
ビ
ス
改
善

　

複
写
改
善
方
針
を
策
定
し
、
業
務
フ
ロ
ー
等
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
即
日
複
写
の
申
込
制
限
ペ
ー
ジ
数
の
引
き
上
げ
（
平
成
一
八

年
四
月
）
な
ど
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現
し
ま
し
た
。

図11　来館サービスの全般満足度
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※図１～11の割合を示す数字は、小数点以下を四捨五入した値です。
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●
関
西
館
「
総
合
閲
覧
室
」
の
資
料
の
再
配
置

　

前
回
調
査
で
排
架
場
所
が
分
か
り
に
く
い
と
指
摘
の
あ
っ
た
総
合

閲
覧
室
の
開
架
資
料
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
形
に
再
配
置
し
ま
し
た
（
平
成
一
九
年
一
月
）。

●
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
選
書
基
準

の
改
訂
版
を
作
成
し
、
ま
た
専
門
家
に
よ
る
基
本
的
な
児
童
書
・
児

童
書
関
連
資
料
リ
ス
ト
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

表
2
の
と
お
り
、
本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
満
足
度
が
向
上
し
、
ま
た
多
く
の
も
の
で
改
善
要
望

度
が
低
下
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
改
善
の
取

組
み
を
利
用
者
の
方
々
に
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
成
果
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

前
掲
し
た
図
8
〜
10
は
、
各
軸
が
全
項
目
の
平
均
値
で
二
分
さ
れ

た
四
領
域
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
図
に
お
い
て
、
満
足

度
が
低
く
改
善
要
望
度
が
高
い
右
下
の
領
域
に
属
す
る
項
目
は
、
優

先
的
に
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
こ
の
右
下
の
領
域
に
属
す
る
項
目
に

目
立
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
子
ど
も
の
へ
や
」「
世

表 2　平成17年度優先対応課題への取組みと平成19年度アンケートの結果

平成17年度アンケートに
おける優先対応課題 改善への取組み

平成19年度結果

満足度 改善
要望度

東
京
本
館

［複写］即日複写の申込制
限ページ数

・複写改善方針の策定
・ 即日複写の申込制限ページ数
の引き上げ（H18.4）

13点増 5％増

関
西
館
［蔵書］総合閲覧室の開架
資料

・総合閲覧室の再配置（H19.1）
・開架資料数の充実
　平成18年度末80,655冊
　平成17年度末78,407冊 13点増 2％減

国
際
子
ど
も
図
書
館

［蔵書］蔵書全般

・選書基準改訂版の作成
・ 専門家による基本的な児童書・
児童書関連資料リストの充実
・ プランゲ文庫児童書マイク
ロフィルムの利用提供開始
（H18.10）

5点増 10％減
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界
を
知
る
へ
や
」
の
開
架
資
料
に
つ
い
て
は
、
満
足
度
が
非
常
に
高

い
反
面
、
改
善
要
望
度
も
高
い
位
置
に
あ
り
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

他
方
、
東
京
本
館
、
関
西
館
に
お
い
て
、
こ
の
位
置
に
あ
る
項
目

は
、
東
京
本
館
、
関
西
館
と
も
に
、
複
写
に
関
す
る
も
の
が
目
立
ち

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
よ
り
、
こ
う
し
た
項
目
の
満
足
度
は

向
上
し
て
お
り
、
ま
た
著
作
権
保
護
や
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
様
々

な
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
向
け
た

取
組
み
を
継
続
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
た
課
題
や
利
用

者
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
、今
後
の
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
に
反
映
さ
せ
、

改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

末
尾
な
が
ら
、
こ
の
た
び
来
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
部
企
画
課
）

活動評価

　国立国会図書館では、活動・事業の適正な運営を図るため、また、国の機

関として国民に対し説明責任を果たすために、平成16年度から評価制度を

導入しています。国の行政機関において平成13年1月から政策評価制度が導

入されたことを受けたものですが、当館の活動目的は行政機関の活動とは異

なるところがあるため、独自の体系を構築し、「活動評価」と名付けました。

　活動評価では、館のビジョンに示された内容の実現を目指し、年度ごと

に具体的な目標・基準を掲げるとともに、年度終了後にはその評価を行う

こととしています。詳細は、当館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/jp/

aboutus/vision.html）をご覧ください。

　利用者アンケートにより明らかとなった課題については、活動評価の枠組

みの中で、優先すべき項目としてサービスや業務の改善に努めています。
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小
規
模
水
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
膨
大
な
資
料
を
利
用
に
供
し
つ
つ
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
資
料
保
存
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
災
害
時
に
資
料

を
救
済
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年
に
は
、
収
集

部
資
料
保
存
課
で
、「
小
規
模
水
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
以
下
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
を
作
成
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
洪
水
な
ど
の
大
規
模
な
自
然

災
害
へ
の
対
応
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
小

規
模
な
水
害
を
被
っ
た
と
き
に
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
速
や
か
に
被
災
し

た
資
料
を
処
置
し
、
利
用
で
き
る
状
態
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
当

館
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
る
（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/pdf/

flood_m
anual.pdf

）。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
と
訓
練

　

平
成
一
八
年
一
二
月
、
水
濡
れ
被
災
資
料
の
救
済
に
詳
し
い
青
木
睦
氏
（
国

文
学
研
究
資
料
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
准
教
授
）
を
招
き
、
小
規
模
水
災
害

を
想
定
し
た
一
回
目
の
実
習
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
検
証
し
た
。
さ

ら
に
、
冬
季
と
夏
季
で
は
温
湿
度
な
ど
環
境
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
一
九
年
八
月
に
二
回
目
の
実
習
を
実
施
し
た
。
各
回
と
も
、
資
料
保
存
課
職

員
を
中
心
と
し
て
約
二
〇
名
程
度
の
職
員
が
参
加
し
た
。

　

実
習
訓
練
は
、
ま
ず
被
災
資
料
サ
ン
プ
ル
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

被
災
原
因
を
書
庫
内
の
天
井
か
ら
の
漏
水
に
よ
る
も
の
と
想
定
し
て
、
屋
外

に
書
架
に
見
立
て
た
棚
を
設
営
し
、
形
態
、
素
材
の
異
な
る
各
種
資
料
（
洋
装

本
、
和
装
本
、
一
枚
物
の
地
図
、
文
書
な
ど
）
を
置
い
た
。
そ
し
て
、
実
習
数

水濡れ資料を救済するために―救済実習の実施

小
規
模
水
災
害
対
応
実
習

写真 1　散水による、被災資料サンプル作り写真 2　被災資料の搬出
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日
前
か
ら
ジ
ョ
ウ
ロ
で
散
水
し
た
り
（
写
真
1
）、
水
を
張
っ
た
容
器
に
資
料

を
浸
け
て
お
く
な
ど
の
準
備
を
行
っ
た
。

　

想
定
被
災
規
模
は
、
小
規
模
程
度
と
い
う
こ
と
で
約
三
百
点
と
し
た
。
想
定

被
災
状
況
は
、
散
水
の
時
間
と
量
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
被
災
数
時
間

後
の
発
見
、
②
被
災
二
、三
日
後
の
発
見
、
の
二
種
類
の
被
災
資
料
を
用
意
し
た
。

　

実
習
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
被
災
通
報
を
受
け
た
後
、
被
災
範
囲
の
確
認

↓
被
災
現
場
の
環
境
整
備
↓
被
害
を
受
け
て
い
な
い
周
辺
資
料
の
保
護
↓
被
災

資
料
の
搬
出
（
写
真
2
）
↓
被
災
資
料
の
乾
燥
お
よ
び
被
災
現
場
の
回
復
の
流

れ
で
行
っ
た
。

　

乾
燥
方
法
は
、
空
調
の
効
い
た
屋
内
（
三
五
㎡
）
で
の
扇
風
機
に
よ
る
送
風

乾
燥
（
写
真
3
、
4
、
5
）
と
し
、
実
習
参
加
者
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む

人
海
戦
術
で
、
約
二
週
間
に
わ
た
り
、
百
点
余
り
の
資
料
に
挟
ん
だ
吸
水
紙
の

差
し
替
え
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
適
切
な
乾
燥
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
屋
外
で
の
自
然
乾
燥
を
観
察
し
た
（
写
真
6
）。　
　

　

高
温
多
湿
な
夏
季
で
は
、
冬
季
と
は
異
な
り
、
早
い
も
の
で
被
災
翌
日
に
カ

ビ
が
発
生
し
、
ま
た
軒
下
に
放
置
し
た
資
料
の
九
割
が
生
乾
き
で
あ
っ
た
。
季

節
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

乾
燥
作
業
に
は
、
多
く
の
人
員
と
日
数
が
か
か
り
、
空
調
の
効
い
た
広
い
作

業
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も
、

乾
燥
作
業
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
転
用
可
能
な
部
屋
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　

今
回
の
二
度
に
わ
た
る
実
習
で
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理

し
、
今
後
も
継
続
し
て
実
習
訓
練
を
行
い
、
水
に
よ
る
被
災
資
料
の
救
出
に
役

立
て
た
い
。 

（
収
集
部
資
料
保
存
課
）

写真 4　ドーム（アクリル製）により、送風をうながす
写真 3
 薄く軽度な水濡れ資料の吊し乾燥

写真 5　網目フェンスの利用と吸水紙の挿入写真 6　屋外に置かれた変形、生乾き資料



562号／2008①国立国会図書館月報 ― 24 ―562号／2008① 国立国会図書館月報― 25 ―

　

平
成
一
九
年
一
一
月
一
二
日
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）

に
お
い
て
、
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
お
よ
び
関

係
機
関
・
団
体
の
代
表
者
を
招
き
、
標
記
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

　

当
館
と
大
学
図
書
館
と
の
間
で
は
、
平
成
一
八
年
二
月
に
「
国
立

国
会
図
書
館
と
大
学
図
書
館
と
の
連
絡
会
」（
以
下
「
連
絡
会
」）
が

設
置
さ
れ
、
本
年
一
〇
月
ま
で
に
五
回
開
催
さ
れ
た
（
連
絡
会
設
置

の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
五
四
一（
平
成
一
八
年
四
月
）号
で
報
告
）。

連
絡
会
の
場
で
実
務
的
な
協
議
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
従
来
報
告
中
心
で
あ
っ
た
懇
談
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
政

策
面
を
中
心
と
し
た
意
見
交
換
の
場
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
年

は
、
新
し
い
形
式
に
よ
る
初

め
て
の
懇
談
会
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
連
絡
会
の
活

動
報
告
、
基
調
報
告
お
よ
び

意
見
交
換
の
概
要
を
紹
介
す

る
。

■
「
国
立
国
会
図
書
館
と
大
学
図
書
館
と
の
連
絡
会
」
の
活
動

　

戸
澤
幾
子
総
務
部
司
書
監
か
ら
、
平
成
一
八
年
度
懇
談
会
以
降
の

連
絡
会
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

－

Ｉ
Ｌ
Ｌ
運
用
中
止
に
関
連
し
て
大
学

図
書
館
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
Ｉ＊

Ｌ
Ｌ
文
献
複
写
等
料
金
相
殺
サ
ー
ビ

ス
加
入
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
こ
と
、
学
位
論
文

電
子
化
に
関
わ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
「
学
位
論
文

電
子
化
の
諸
問
題
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
仮
称
）
設

置
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
た
こ
と
等
を
報
告
し
た
。
同
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
学
位
論
文
の
保
存
・
蓄
積
お
よ
び
利
用
・

提
供
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
制
度
面
の
課
題
整
理
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
国
立
国
会
図
書
館
と
大
学
図
書
館
と
の
協
力
の
展
望

　

長
尾
館
長
（
写
真
）
か
ら
、
当
館
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
検
討
し
て
い
る
、
国
会
に
対
す
る
ブ
レ
ー
ン
的
機
能
の
充
実

を
始
め
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
七
つ
の
柱
に
つ
い
て
説
明
し
、
現
在
直

面
し
て
い
る
重
要
課
題
と
し
て
①
納
本

率
の
向
上
②
資
料
の
電
子
化
③
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
収
集
の
三
点
を

あ
げ
た
。
特
に
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ビ

ン
グ
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
事
例

蓄
積
、
図
書
館
員
の
教
育
、
育
成
、
電

大
学
図
書
館
の
現
況

―

平
成
一
九
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長
と
の
懇
談
会
か
ら

開会にあたりあいさつする
加藤哲夫　国公私立大学図
書館協力委員会委員長（早
稲田大学図書館長）
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子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
入
等
の
各
分
野
に
お
け
る
大
学
図
書
館
と
の
密

接
な
連
携
協
力
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

■
国
立
国
会
図
書
館
に
期
待
す
る
も
の

　

西
郷
和
彦
東
京
大
学
附
属
図
書
館
長

（
写
真
）
か
ら
の
報
告
で
は
、
国
立
国
会

図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
公
共
図
書
館
、

国
立
情
報
学
研
究
所
の
四
者
間
の
従
来

の
縦
割
り
的
な
役
割
分
担
の
見
直
し
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
①
資
料
の
電
子

化
②
資
料
の
保
存
、
特
に
洋
図
書
、
洋
雑
誌
の
保
存
に
関
す
る
ル
ー
ル

作
り
③
図
書
館
員
の
教
育
、
特
に
資
料
補
修
に
関
す
る
人
材
育
成
の
三

点
に
つ
い
て
、
四
者
間
で
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

■
意
見
交
換

図
書
館
員
の
人
材
育
成

　

人
的
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
同
時
に
時
間
的
余
裕
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
研
鑽
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
図
書
館
界
全
体
で
人
材
育
成
の
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
大
学
側
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、

こ
れ
に
関
連
し
て
遠
隔
研
修
事
業
の
紹
介
を
行
っ
た
。

書
庫
の
狭
隘
化

　

多
く
の
大
学
図
書
館
が
書
庫
の
狭
隘
化
に
よ
り
資
料
保
存
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
当
館
の
外
国
資
料
の
保
存
方
針
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
今
後
の
書
庫
計
画
の

状
況
お
よ
び
コ
ス
ト
面
か
ら
考
え

る
必
要
性
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
関

連
し
て
、
国
立
大
学
で
検
討
し
て

い
た
共
同
保
存
図
書
館
設
置
計
画

の
進
ち
ょ
く
に
つ
い
て
当
館
か
ら

質
問
し
、
計
画
が
中
止
と
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
廃
棄
す
べ
き
資
料
を
選
別
す

る
力
の
あ
る
司
書
の
育
成
が
大
学

の
人
事
政
策
の
影
響
に
よ
り
困
難

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
識
あ

る
司
書
の
育
成
が
必
要
に
な
る
こ

と
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
と
資

料
収
蔵
の
点
で
関
西
館
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
期
待
す
る

発
言
が
大
学
側
か
ら
あ
っ
た
。

電
子
情
報
の
収
集

　

ウ
ェ
ブ
情
報
の
収
集
対
象
の
考
え
方
、
印
刷
前
の
電
子
媒
体
に
よ

る
収
集
の
可
能
性
、
大
学
で
生
産
さ
れ
た
電
子
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
関
す
る
当
館
へ
の
期
待
等
、
電
子
情
報
の
収
集
に
関
す
る
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

＊
詳
細
は
本
誌
第
五
四
九
（
平
成
一
八
年
一
二
月
）
号
参
照

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
）



562号／2008①国立国会図書館月報 ― 26 ―

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
集
部
の
仕
事
始

め
は
、
年
末
年
始
に
届
い
た
大
量
の
資
料
の
開
封
、

仕
分
け
作
業
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
国
内
外
の
資
料
を
、
納

本
、
購
入
、
寄
贈
、
交
換
な
ど
の
方
法
で
収
集
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
郵
便
や
宅
配
便
で
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
収
集
部
で
は
、
毎
朝
配
達
さ
れ
る
封
筒

や
小
包
を
開
封
し
、
国
内
刊
行
・
外

国
刊
行
、
図
書
・
雑
誌
・
新
聞
な
ど

に
よ
り
、
資
料
を
受
入
担
当
ご
と
に

仕
分
け
て
い
ま
す
。
普
段
は
三
〇
分

か
ら
一
時
間
程
度
の
作
業
で
す
が
、

年
始
は
お
昼
を
過
ぎ
て
も
終
わ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
雑
誌
は
年
末
年

始
の
合
併
号
や
特
大
号
な
ど
い
つ

も
よ
り
重
く
、
年
末
年
始
で
鈍
っ
た

頭
と
体
に
は
少
々
こ
た
え
ま
す
。

　

国
内
資
料
課
の
中
で
も
逐
次
刊
行
資
料
受
入
係

は
、
雑
誌
や
新
聞
を
図
書
館
資
料
と
し
て
受
入
れ

す
る
係
で
す
。
図
書
は
、
一
つ
の
書
誌
デ
ー
タ
に
対

し
て
一
つ
の
資
料
と
い
う
よ
う
に
、
デ
ー
タ
と
資
料

が
一
対
一
で
対
応
し
ま
す
が
、
雑
誌
は
一
つ
の
書
誌

デ
ー
タ
に
対
し
て
、
一
号
、
二
号
と
複
数
の
資
料
が

対
応
し
ま
す
。
休
刊
や
廃
刊
に
よ
っ
て
資
料
の
刊
行

が
終
わ
る
ま
で
こ
の
デ
ー
タ
は
更
新
さ
れ
続
け
る
の

で
、
継
続
刊
行
中
の
資
料
を
リ
ブ
、
刊
行
が
終
了
し

た
資
料
を
デ
ッ
ド
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
雑
誌
や
新
聞
を
生
き
物
と
し
て
見
る

と
、
逐
次
刊
行
資
料
受
入
係
は
戸
籍
の
受
付
係
、
実

際
に
書
誌
デ
ー
タ
を
訂
正
す
る
書
誌
部
逐
次
刊
行

物
課
は
戸
籍
の
作
成
係
の
よ
う

で
す
。
雑
誌
が
誕
生
し
た
と
き

に
は
新
し
い
戸
籍
を
作
り
ま
す
。

時
々
、
二
つ
の
雑
誌
が
結
婚
（
合

併
）
し
て
一
つ
の
雑
誌
に
な
っ
た

り
、一
つ
に
な
っ
た
の
に
離
婚（
分

離
）
し
て
し
ま
っ
た
り
、改
名
（
改

題
）
し
た
り
、
と
戸
籍
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
正
し
い
デ
ー
タ
を
維

持
し
、
ま
た
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
の
デ
ー
タ
を

作
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
戸
籍
を
お
持
ち
の
雑

誌
の
皆
様
は
引
き
続
き
、
ま
だ
戸
籍
を
お
持
ち
で
な

い
雑
誌
の
皆
様
は
こ
れ
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
国
立
国
会

図
書
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 

（
国
内
資
料
課　

生
き
物
係
）

第
一
五
二
回　

辞
書
を
片
手
に
世
界
へ

　
　
　
　
　
　

 ―

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

見
る
明
治
の
語
学
辞
書

 

平
成
二
〇
年
二
月
二
一
日
（
木
）
か
ら　

 

四
月
一
五
日
（
火
）
ま
で　

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

明
治
時
代
、
日
本
人
は
貪
欲
に
海
外
の
文
物
を
吸

収
し
て「
文
明
開
化
」に
努
め
ま
し
た
。そ
の
際
に〝
道

し
る
べ
〞
と
な
っ
た
の
が
、
語
学
辞
書
で
す
。
今
回

の
展
示
で
は
、
明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
様
々
な
語

学
辞
書
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
の
遣
露
伝
習
生
が
帰
国
後
、
開
拓
使

の
学
校
で
の
教
材
用
に
作
成
し
た
ロ
シ
ア
語
の
辞
書

『
魯
語
箋
』（
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
）
を
は
じ
め
、

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
マ
レ
ー
語
な
ど

様
々
な
言
語
の
語
学
辞
書
が
用
途
に
応
じ
て
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
人
々
が
国
や
言
葉

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
何
を
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
資
料
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
本
文
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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中
国
・
年
画
と
紙
馬
の
世
界  

春
節
の
祈
り

　

那
須
塩
原
市
那
須
野
が
原
博
物
館
編
・
刊

　

 （
〒
329-
2752
栃
木
県
那
須
塩
原
市
三
島
五

－
一
）

　

二
〇
〇
七　

一
三
六
頁　

Ａ
４
変
型

 

（K
C16-H

2195

）

　

中
国
の
伝
統
版
画
で
、
神
々
や
福
々
し
い
童
子
、

長
寿
を
あ
ら
わ
す
桃
な
ど
、
吉
祥
の
図
像
を
描
い
た

「
年
画
」（
正
月
等
に
飾
る
）
に
つ
い
て
の
紹
介
は
比

較
的
多
く
、
筆
者
も
本
欄
で
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ

る
（
本
誌
四
六
四
（
一
九
九
九
年
一
一
月
）
号
『
新

春
の
い
の
り　

中
国
山
東
省
木
版
年
画
展
』
山
口
県

立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
編
・
刊
）。
本
書
は
そ

の
「
年
画
」
を
紹
介
す
る
一
方
、「
紙
馬
」
に
つ
い

て
も
紹
介
す
る
展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
（
会
期　

平

成
一
九
年
二
月
一
〇
日
〜
四
月
一
五
日
）。

　
「
紙
馬
」
と
は
「
神
馬
」「
甲
馬
子
」
な
ど
と
も
言

い
、
か
つ
て
は
中
国
各
地
で
作
ら
れ
て
い
た
、
祭
祀

用
の
木
版
画
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
で
民
間
信
仰
が

旧
弊
な
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
、
版
木
な
ど
も
破
壊

さ
れ
た
た
め
に
姿
を
消
し
た
が
、
現
在
で
も
雲
南
省

な
ど
中
国
の
辺
境
地
域
で
は
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
本
書
収
録
の
紙
馬
も
雲
南
省
で
収
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

使
い
方
は
、
願
い
事
の
対
象
と
な
る
神
に
祈
り

を
捧
げ
、
紙
で
で
き
た
模
造
銭
「
紙
銭
」
と
と
も
に

火
を
つ
け
て
燃
や
す
と
い
う
も
の
で
、
神
々
や
死
者

と
交
流
す
る
た
め
の
通
信
手
段
、
中
国
の
人
々
の
信

仰
を
支
え
る
大
切
な
冥
界
通
信
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
あ

る
。

　

装
飾
品
で
あ
る
年
画
が
鮮
や
か
な
多
色
（
あ
る
い

は
彩
色
）木
版
画
で
あ
る
の
に
比
べ
、「
紙
馬
」は
墨
一

色
だ
け
、
用
紙
は
色
紙
の
場
合
も
あ
る
が
、
良
質
で

は
な
い
。
図
像
は
、
呼
称
の
と
お
り
馬
を
描
い
た
も

の
（
神
々
の
乗
り
物
で
あ
り
、
祈
願
を
天
に
運
ん
で

く
れ
る
）、
竈
神
や
財
神
・
農
業
神
、
朱
雀
・
白
虎

な
ど
の
神
獣
等
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
請

神
甲
馬
」
と
い
う
馬
に
乗
っ
た
神
像
を
描
い
た
紙
馬

は
、
病
人
の
身
体
を
擦
り
、
病
気
の
原
因
と
な
る
毒

気
を
付
着
さ
せ
て
送
り
出
す
。
ま
た
、「
哭
神
」（
涙

を
流
し
て
い
る
神
像
）
は
、
子
ど
も
が
夜
泣
き
を
し

た
と
き
、
橋
の
た
も
と
で
紙
銭
と
線
香
と
と
も
に
燃

や
し
て
村
の
外
に
送
る
と
い
う
。

　

地
域
、
作
り
手
に
よ
り
画
風
は
い
く
ぶ
ん
異
な
る

も
の
の
、
い
ず
れ
も
素
朴
で
、
子
ど
も
の
版
画
の
よ

う
に
稚
拙
な
が
ら
も
味
わ
い
深
い
。
取
り
置
い
て
鑑

賞
す
る
も
の
で
は
な
く
、
燃
や
さ
れ
て
地
上
か
ら
は

消
滅
す
る
こ
と
が
存
在
意
義
と
い
う
は
か
な
さ
。
し

か
し
、
一
枚
一
枚
は
姿
を
消
し
て
も
、
ま
た
版
木
か

ら
何
枚
も
何
枚
も
生
み
出
さ
れ
、
絶
え
ず
人
々
の
願

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。



562号／2008①国立国会図書館月報 ― 28 ―562号／2008① 国立国会図書館月報― 29 ―

い
を
乗
せ
て
い
く
力
強
さ
が
あ
る
。

　

年
画
も
紙
馬
も
、
生
活
に
密
着
し
、
生
活
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
祥
の
図
柄
を
飾
る
こ

と
で
福
を
呼
び
込
み
、
願
い
を
込
め
て
神
像
を
燃
や

す
こ
と
で
厄
を
払
う
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
古
臭
い

蒙
昧
な
も
の
と
し
て
否
定
し
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、

弾
圧
（
雲
南
省
で
も
版
木
を
埋
め
て
難
を
逃
れ
た
と

い
う
）を
経
て
、再
び
人
々
の
暮
ら
し
の
一
部
と
な
っ

た
。
日
々
が
平
穏
で
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
と
の
祈
り

が
込
め
ら
れ
た
美
し
さ
を
楽
し
み
た
い
。

　

本
書
に
は
年
画
、
紙
馬
の
図
版
だ
け
で
な
く
、
製

作
風
景
、
彫
刻
刀
や
ば
れ
ん
な
ど
の
道
具
、
販
売
の

様
子
な
ど
の
写
真
も
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
年
画

の
部
分
は
す
べ
て
カ
ラ
ー
で
、
多
色
刷
り
の
方
法
な

ど
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
い
。

紹
介
さ
れ
て
い
る
年
画
、
紙
馬
は
、
編
者
で
あ
る

那
須
野
が
原
博
物
館
館
長
・
金
井
忠
夫
氏
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
主
と
し
、
そ
の
範
囲
は
中
国
大
陸
の
み
な

ら
ず
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
及
ぶ
。

自
ら
調
査
に
出
か
け
て
収
集
し
た
と
い
う
館
長
の
熱

意
が
感
じ
ら
れ
る
、
読
み
応
え
の
あ
る
図
録
と
な
っ

て
い
る
。

（
村む
ら
か
み上
か
お
り
）

通
天
閣―

50
年
の
歩
み―

　

 

通
天
閣
観
光
株
式
会
社
刊

　
（
〒
556-
0002
大
阪
市
浪
速
区
恵
美
須
東
一

－

一
八

－

六
）
二
〇
〇
七
・
二　

一
〇
〇
頁　

Ａ
４

 

（D
H
22-H

429

）

　

通
天
閣
と
い
え
ば
、
今
や
大
阪
の
代
名
詞
と
も
い

え
る
ほ
ど
全
国
的
に
も
名
の
知
れ
た
展
望
塔
で
あ
る

が
、
本
書
は
、
二
〇
〇
六
年
の
通
天
閣
創
業
五
〇
周

年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
記
念
誌
で
あ
る
。
通
天

閣
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
に

よ
る
寄
稿
な
ど
の
ほ
か
、
資
料
編
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
「
あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
こ
の
半
世
紀
を
顧
み
れ
ば
、

幾
多
の
危
機
や
苦
難
に
直
面
し
、
決
し
て
順
風
満

帆
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
通
天
閣

開
業
五
〇
周
年
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
で
の
、
通
天
閣
観
光

（
株
）
社
長
・
西
上
雅
章
の
言
葉
で
あ
る
。
通
天
閣

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
、
こ
の

言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

通
天
閣
は
、
現
在
ま
で
に
二
度
の
「
消
失
」
を
経

験
し
て
い
る
。
そ
の
一
回
目
が
「
初
代
」
通
天
閣
の

消
滅
で
あ
る
。
今
の
通
天
閣
が
で
き
る
以
前
、
ほ
ぼ

同
じ
場
所
に
存
在
し
た
高
さ
七
五
ｍ
の
大
鉄
塔
。
こ

れ
が
初
代
通
天
閣
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
、
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
の
跡
地
に
造
ら
れ
た
娯
楽
園
「
ル

ナ
パ
ー
ク
」
の
入
口
に
建
て
ら
れ
、
ル
ナ
パ
ー
ク
閉

園
後
も
周
囲
の
歓
楽
街
「
新
世
界
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
そ
び
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
一
九
四
三
年
、
す
ぐ
足
元
の
映
画
館
の
失
火

で
類
焼
し
、
一
旦
は
鎮
火
し
た
も
の
の
、
解
体
さ
れ

て
三
〇
〇
ト
ン
の
鉄
材
と
な
り
、
戦
争
の
た
め
に
使

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。勧
業
博
覧
会
の
跡
地
に
造
ら
れ
、

近
代
化
の
象
徴
と
も
い
え
る
通
天
閣
の
な
れ
の
果
て

が
戦
争
兵
器
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、何
と
も
哀
し
い
。

　

こ
の
初
代
通
天
閣
の
消
失
か
ら
一
三
年
後

の
一
九
五
六
年
、
現
在
私
た
ち
が
見
て
い
る
「
二
代
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目
」
通
天
閣
が
、
高
さ
一
〇
三
ｍ
と
な
っ
て
復
活
し

た
（
以
上
の
経
緯
は
、
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
に
詳

し
い
）。

　

二
回
目
の
「
消
失
」
は
一
九
七
四
年
の
こ
と
で

あ
る
。
開
業
直
後
は
盛
況
だ
っ
た
入
場
者
数
も
、
当

時
社
会
問
題
化
し
て
い
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ

る
展
望
台
か
ら
の
眺
望
不
良
な
ど
の
影
響
で
年
々
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
落
語
家
や
漫
才
師
に

よ
る
サ
イ
ン
会
の
開
催
や
展
望
料
金
の
改
定
と
い
っ

た
経
営
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
者
数
は
一

向
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
も
っ

て
日
本
社
会
を
襲
っ
た
の
が
一
九
七
三
年
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
。
翌
一
九
七
四
年
、
つ
い
に
通
天
閣
は

そ
の
ネ
オ
ン
の
灯
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。「
通
天
閣
を
意
識
し
て
毎
日
見
上
げ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
感
覚
の
中
に
入
っ
て

い
る
感
じ
で
す
。」（
五
〇
周
年
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
に
お

け
る
漫
画
家
・
松
葉
健
氏
の
言
葉
）
大
阪
の
夜
景
の

中
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
た
通
天
閣
。
そ
の

突
然
の
「
消
失
」
は
、
大
阪
の
街
を
暗
く
、
重
苦
し

い
空
気
で
覆
っ
た
。
経
営
状
態
も
こ
の
頃
が
ど
ん
底

で
、
銀
行
か
ら
の
融
資
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

通
天
閣
の
灯
は
、
一
九
七
六
年
に
お
よ
そ
二
年
半

ぶ
り
に
復
活
し
、
そ
の
後
は
、
様
々
な
付
属
施
設
の

開
設
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
工
夫
を
続
け
な
が
ら

今
日
に
至
る
。
決
し
て
経
営
が
劇
的
に
改
善
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
入
場
者
数
は
徐
々
に
で
は
あ

る
が
回
復
し
て
き
て
い
る
（
以
上
の
経
緯
は
、
第
三

章
お
よ
び
第
四
章
に
詳
し
い
）。

　

通
天
閣
は
お
世
辞
に
も
格
好
が
い
い
と
は
言
い

難
い
。
一
年
遅
れ
で
完
成
し
た
ス
マ
ー
ト
な
東
京

タ
ワ
ー
と
は
対
照
的
で
、
通
天
閣
は
何
と
な
く
野

暮
っ
た
い
。
今
や
も
っ
と
高
い
建
物
も
周
辺
に
い

く
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
消
失
」

か
ら
立
ち
直
り
、
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
確
固

た
る
地
位
を
確
立
し
て
い
る
理
由
は
、「
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
」
の
一
言
に
集
約
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
第
八
章
「
マ
ス
コ
ミ
記
者 

誌
上
座
談
会
」
に

は
、
通
天
閣
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一

様
に
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」、「
変
わ
ら
な
い
こ
と
」、「
懐

か
し
さ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
次
々
に
高
層

ビ
ル
が
建
つ
大
阪
の
街
の
中
に
あ
っ
て
、
い
つ
ま
で

も
下
町
情
緒
を
た
た
え
た
新
世
界
、
そ
し
て
そ
こ
に

す
っ
く
と
立
つ
通
天
閣
は
、
大
阪
人
に
と
っ
て
心
の

原
風
景
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

ス
マ
ー
ト
さ
や
背
の
高
さ
な
ど
い
ら
な
い
。
い
や
、

む
し
ろ
邪
魔
で
す
ら
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
か
ら
は
、
通
天
閣
を
心
か
ら
大
切
に
思
う
関

係
者
の
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
大

阪
人
の
通
天
閣
へ
の
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
一
冊

で
あ
る
。

（
加か

藤と
う　

慶け
い

一い
ち

）

見学・参観のお申込み

詳しくは下記にお問い合わせください。
国立国会図書館資料提供部
 利用者サービス企画課総括係
☎03（3581）2331　内線26111
国立国会図書館関西館総務課総務係
☎0774（98）1224（直通）
国際子ども図書館企画協力課企画広報係
☎03（3827）2053　内線206
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月　

例　

報　

告

お
も
な
人
事

 

内
閣
法
制
局
事
務
官　

三
浦　

武
敏

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
免

ず
る

 

内
閣
法
制
局
事
務
官　

富
岡　

秀
男

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
命

ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
付
け

 

内
閣
府
事
務
官　

菅
田　
　

詳

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
府
図
書
館
長
を
免
ず
る

 

内
閣
府
事
務
官　

浅
田　

英
克

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
府
図
書
館
長
を
命
ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
付
け

 

副
館
長　

生
𠩤　

至
剛

願
に
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
を
免
ず
る

（
総
務
部
長
）

 
参　

事　

吉
永　

元
信

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
に
任
命
す
る

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

　

以
上
平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日
付
け

―

職
員
の
退
職―

（
退
職
時
部
局
）

調
査
及
び
立
法
考
査
局　
　

調
査
員　

中
川　
　

学

主
題
情
報
部　
　
　
　
　
　

司　

書　

藤
田　

英
樹

　

以
上
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
付
け

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

六
八
三
号 

Ａ
４　

一
四
五
頁

国
債
運
用
面
か
ら
見
た
財
政
投
融
資
制
度
の
改
革
と

課
題
／
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
厚
生
年
金
の
適
用
問
題

〈
小
特
集　

欧
州
の
憲
法
改
革
事
情
〉

　

 

欧
州
評
議
会
ヴ
ェ
ニ
ス
委
員
会
の
憲
法
改
革
支
援

活
動
／
イ
タ
リ
ア
憲
法
制
定
議
会
に
お
け
る
国
民

投
票
制
度
に
関
す
る
議
論

ア
メ
リ
カ
連
邦
選
挙
委
員
会
（
Ｆ
Ｅ
Ｃ
）
の
組
織
と

機
能
／
政
府
の
大
き
さ
を
め
ぐ
る
議
論
／
ロ
シ
ア
極

東
地
域
を
め
ぐ
る
最
近
の
政
策
動
向
／
中
国
に
対
す

る
環
境
協
力
の
現
状
と
課
題

 

月
刊　

一
、
〇
五
〇
円
（
日
）

 

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

（
日
）日
本
図
書
館
協
会（
〒104
-0033
東
京
都
中
央
区
新
川
一―

一
一―

一
四

〇
三
（
三
五
二
三
）
〇
八
一
二

）

 

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

新
副
館
長
就
任

　

生
𠩤
至
剛
副
館
長
が
平
成

十
九
年
十
二
月
十
七
日
に
退

任
し
、
同
日
付
け
で
吉
永
元

信
（
前
総
務
部
長
）
が
国
立

国
会
図
書
館
副
館
長
に
任
命

さ
れ
た
。
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平
成
一
九
年
度
科
学
技
術
情
報
研
修

―
専
門
資
料
群
と
テ
ー
マ
別
情
報
源―

　

一
一
月
八
、九
日
、
関
西
館
に
お
い
て
標
記
研

修
を
実
施
し
、
公
共
図
書
館
七
名
、
大
学
図
書

館
一
三
名
、
専
門
図
書
館
等
三
名
、
合
計
二
二
機

関
二
三
名
の
参
加
を
得
た
。

　

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
お
よ
び
関
西

館
文
献
提
供
課
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
科
学
技

術
分
野
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
特
徴
、
専
門
資
料
の

概
要
、
所
蔵
機
関
調
査
の
進
め
方
を
紹
介
し
、
当

館
所
蔵
の
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー
ト
や
博
士
論
文
な

ど
の
専
門
資
料
に
つ
い
て
は
演
習
も
行
な
っ
た
。

ま
た
、
気
象
・
環
境
、
医
療
、
健
康
食
品
な
ど
の

身
近
な
テ
ー
マ
を
例
に
、
参
考
図
書
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
源
を
用
い
て
主
題
情
報
の
調
べ
方
を

説
明
し
た
。
最
後
に
、全
体
質
疑
・
ま
と
め
を
行
っ

た
。

　

終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
演
習
の
時
間
が

も
っ
と
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
あ

い
ま
い
だ
っ
た
知
識
を
整
理
で
き
有
意
義
だ
っ

た
、
職
場
で
紹
介
し
た
い
、
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
、
好
評
で
あ
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修

「
中
国
の
学
術
情
報
を
入
手
す
る
」

　

一
一
月
二
一
、二
二
日
、
関
西
館
で
、
ア
ジ
ア
関

連
情
報
を
扱
う
図
書
館
員
を
対
象
に
標
記
研
修
を
開

催
し
、
二
〇
機
関
二
〇
名
の
参
加
を
得
た
。

　

今
回
で
六
回
目
を
迎
え
る
こ
の
研
修
は
、
平

成
一
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
国
内
の
図
書

館
に
お
け
る
ア
ジ
ア
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　

研
修
で
は
、「
中
国
の
知
的
財
産
権
と
中
国
文
献

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
中
国
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
馬
場
錬
成
氏
）、

「
中
国
経
済
の
調
査
研
究
及
び
資
料
収
集
」（
京
都
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
・
上
海
セ
ン
タ
ー
長
・

山
本
裕
美
氏
）、「
中
国
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
出
版
」

（
愛
知
大
学
文
学
部
教
授
・
時
実
象
一
氏
）、「
中
国

情
報
検
索
実
習―
中
国
の
雑
誌
論
文
を
さ
が
す
」（
ア

ジ
ア
情
報
課
員
）
の
講
義
を
行
っ
た
。

　

研
修
概
要
は
『
ア
ジ
ア
情
報
室
通
報
』
第
六
巻

第
一
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
同
誌
は
ア
ジ
ア
情
報
室
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/service/kansai/

asia/

）
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

平
成
一
九
年
度
児
童
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会

　

平
成
一
九
年
一
一
月
二
一
日
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
に
お
い
て
、
標
記
連
絡
会
を
開
催
し
た
。
都
道
府

県
立
図
書
館
に
お
け
る
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
、
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際

子
ど
も
図
書
館
と
の
連
携
・
協
力
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は
特
色
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
九
機
関
（
石
川
県
立
図
書

館
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
岐
阜
県
図
書
館
、
群

馬
県
立
図
書
館
、
東
京
都
立
多
摩
図
書
館
、
徳
島
県

立
図
書
館
、
福
岡
県
立
図
書
館
、
福
島
県
立
図
書
館
、

山
口
県
立
山
口
図
書
館
）
で
あ
る
。

　

こ
の
連
絡
会
は
、
三
年
連
続
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
実
際
と
課

題
（
選
書
・
催
物
、
子
ど
も
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）

を
テ
ー
マ
に
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

詳
細
は
、『
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
窓
』
第
八
号
（
三

月
刊
行
予
定
）
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
報
告
す
る
。

　

な
お
、
今
後
予
定
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
「
学
校
図

書
館
へ
の
支
援
の
実
際
と
課
題
」
お
よ
び
「
公
共
図

書
館
へ
の
支
援
の
実
際
と
課
題
」
で
あ
る
。

当館の最近の動き NDL news
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の出版文化を未来に引継ぐためには、
使う人はもちろん、守る人にも注意が
必要です。
　たとえば、資料の内容をマイクロ
フィルムのような別の媒体に移す「媒
体変換」には、壊れやすい原資料を、
なるべく触らずに保管できるメリット
があります。資料の中身は思う存分利
用でき、同時に壊れやすい原資料は出
番を減らして長持ちする、といううま

い話です。「媒体変換したのだから、原資料は捨ててもよいのでは？」と疑問に思う
方もいるかもしれません。しかし、原資料には、コピーにはない独自の情報―外観や
手触りなど―があります。ベンヤミンの言葉を借りれば、オリジナルの真正さ、「ア
ウラ」です2。テレビ番組などで歴史的な文書類の参考映像が必要なときなど、デジ
タル画像をホームページ上で利用できるにも関わらず、原資料を撮影したいというご
依頼が絶えません。また、注意しなければならないのは、変換後の媒体の命もやはり、
永遠ではないということです。特にデジタル情
報は、操作を誤れば一瞬で消えてしまう可能性
があります。コピーして内容を伝えるだけでは
なく、できるかぎりオリジナルを残していく必
要があるのです。
　さて、連載タイトルの「使う人がいる、守る人
がいる。」は、使う人＝図書館利用者、守る人＝
図書館職員という役割分担ではありません。現
在の「使う人」であるみなさんにも、同時に将来
の「使う人」のためにほんの少しだけ「守る人」
の視点を持っていただければ、と願っています。

1  　“Handle a book as a bee does a flower, extract its sweetness but do not injure it.” 

University of Washington Libraries. Preservation. http://www.lib.washington.edu/

preservation/ （last access 2007.11.27）

2  　ヴァルター・ベンヤミン（浅井健二郎ほか訳）「複製技術時代の芸術作品」『ベンヤミン・コ

レクション 1　近代の意味』筑摩書房，1995.

（収集部資料保存課、総務部総務課）

この連載では、これから 1年にわたり、資料保存に関するさまざまな話題を紹介していきます。

ボロボロになった酸性紙

資料を直す

― 32 ―
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第 1回　はじめに

　「蜂が花に触れるように、大事に本を使ってください。花から蜜を吸うけれど、蜂
は花を傷めません。」そんな標語を掲げて本を大切にしてほしいと呼びかけている図
書館があります1。このたとえを借りれば、国立国会図書館は、3,000万本もの花にあ
ふれた広大な庭園です。樹齢何百年という古木もあれば、先月芽を出したばかりの草
もある。それらの花をみなさんに味わってもらえるようにすること、すなわち多種多
様な膨大な量の図書館資料をみなさんに使ってもらえる状態に保つことが、私たちの
大事な仕事です。

　国立国会図書館は、日本で唯一の国
立図書館として、国内で刊行されるあ
らゆる出版物を収集し、必要に応じて
探せるよう目録を作り、利用に供して
います。収集資料が傷んだら直したり、
代替物を作って原本がそれ以上壊れな
いようにしたりしています。ほかの図
書館では壊れた資料を手放すこともあ
りますが、国の図書館が資料をしっか
り守れば、その資料を後世の人も利用
することができます。
　伝統的な技から最新鋭のデジタル
技術まで広く活用して、現在の利用者
と未来の利用者のために、出版物とい
う国の文化的財産を保存する―そんな
私たちの仕事を紹介するこの新連載で
は、図書館資料を保存するためにどん
な工夫や苦労をしているのか、資料の
利用中にどんな危険が生じるのか、資
料の素材や構造自体にどんな劣化要因
が潜んでいるのか、などを見ていきま
す。
　花の命と同じように、資料の命も永
遠ではありません。過去と現在の日本

使う人がいる、守る人がいる。

書庫（国立国会図書館　東京本館）
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NDL-OPACで『雑誌記事索引』1959年から1964年の
「自然科学編」データがご利用になれます

　平成19年12月24日、これまで冊子体でのみ提供しておりました『雑誌記事索引自
然科学編』に収録されている1959年から1964年の雑誌記事データ約26万件をNDL-
OPAC（http://opac.ndl.go.jp）に追加しました。
　冊子体の『雑誌記事索引 自然科学編』（1950年～1964年）および『雑誌記事索引 
科学技術編』（1965年～1974年）の雑誌記事データは、平成17年度からOPACへの遡
及入力を続けております。平成20年度に残りの1950年から1958年までのデータを入力
すると、すべての冊子体の『雑誌記事索引』のデータがNDL-OPACで検索可能とな
ります。

国際子ども図書館で「子どものための絵本と音楽の会
『くるみ割り人形』」を開催します

　国際子ども図書館では、東京のオペラの森実行委員会と共催で、音楽会を開催しま
す。バレエでも人気の高い「くるみ割り人形」のお話を、絵本の映像とチャイコフス
キーの楽しい音楽でイメージ豊かに膨らませます。

主　　催　国立国会図書館国際子ども図書館・東京のオペラの森実行委員会
日　　時　 3月23日（日）11：00～、13：00～の 2回
会　　場　国際子ども図書館　 3階ホール
音　　楽　チャイコフスキー　バレエ組曲「くるみ割り人形」から（木管アンサンブル）
対　　象　 3歳～中学生、およびその保護者　各回100名
申込方法　往復はがきに住所・氏名を明記の上、次のあて先へお送りください
　　　　　〒101-0051　東京都千代田区神田神保町1-105
　　　　　神保町三井ビルディング　東京のオペラの森実行委員会イベント係
　　　　　 2月27日（水）必着
お問い合わせ　東京のオペラの森実行委員会　電話 03-3296-0600
　　　　　　　http://www.tokyo-opera-nomori.com/

お 知 ら せ



国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。

　　 国 立 国 会 図 書 館 月 報　　　　 平成20年 1月号（№562）

発 行 所　国 立 国 会 図 書 館 平成20年 1月20日発行　定価525円 　
 （本体500円）　　
編 集
責 任 者　矢 部 明 宏　　　　 発　　売　社団法人日本図書館協会

 印 刷 所　株式会社丸井工文社　

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
 本文　中性再生紙使用

国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
　　　　　　 電　話　03（3523）0812
　　　　　　 F A X　03（3523）0842
　　　　　　 E-mail　hanbai@jla.or.jp

〒100－8924　東京都千代田区永田町１－10－１

　　　　　　 電　話　03（3581）2331（代表）

　　　　　　 F A X　03（3597）5617

　　　　　　 E-mail　geppo@ndl.go.jp
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